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地域再生計画書本体新旧対照表 

旧 新 

１．地域再生計画の名称 

  “生き生き千曲”まちづくり計画 

２．地域再生計画の作成主体の名称 

  長野県   

千曲市 

３．地域再生計画の区域 

  千曲市の全域 

４．地域再生計画の目標 

（略） 
 
（１）林道整備による林業の振興と観光振興 

（略） 
 
（２）道路整備による一体性の構築とまちづくり 

（略） 
  特に合併直後の当市にとっては、旧市町間を結

ぶ道路や駅・観光地へのアクセス道路などは市民

の一体性確保のみならず、来訪者にとっても重要

な課題であることから整備要望が高く、効率的な

道路について整備を進めます。 
  現在市内には、しなの鉄道の駅が３駅あります

が、特に屋代高校前駅・戸倉駅へのアクセスにつ

いては 5～１０分、戸倉宿キティパークへのアク
セスについては１０分、既所要時間からの短縮を

目標に整備を進めます。 
 
 
５．目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要 

（略） 
  「市道屋代新田線」については、しなの鉄道屋

１．地域再生計画の名称 

  “生き生き千曲”まちづくり計画 

２．地域再生計画の作成主体の名称 

  長野県 

千曲市 

３．地域再生計画の区域 

  千曲市の全域 

４．地域再生計画の目標 

（略） 
 
（１）林道整備による林業の振興と観光振興 

（略） 
 
（２）道路整備による一体性の構築とまちづくり 

（略） 
  特に合併直後の当市にとっては、旧市町間を結

ぶ道路や駅・観光地へのアクセス道路などは市民

の一体性確保のみならず、来訪者にとっても重要

な課題であることから整備要望が高く、効率的な

道路について整備を進めます。 
  現在市内には、しなの鉄道の駅が３駅あり、平

成２１年には新たに１駅を設置する予定になって

いますが、現在ある屋代高校前駅・戸倉駅へのア

クセスについては５～１０分、戸倉宿キティパー

クへのアクセスについては１０分、既所要時間か

らの短縮を目標に整備を進めます。 
 
５．目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要 

（略） 
  「市道屋代新田線」については、しなの鉄道屋

別  紙 
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代高校前駅と県立歴史館・科野の里歴史公園・ア

ンズの里などの観光地を結び、        

                       

                       

                       

     「市道しなの鉄道東幹線」については、

林道北山線としなの鉄道戸倉駅を、また旧戸倉町

東部地区の戸倉駅へのアクセス道路として利用す

るなど、両線は観光面、地域の一体性の確保から

も大変重要な路線であることから、改良工事等に

よる整備を進めます。 
  「市道埴生本線」については、市街地と周辺地

域を結ぶ道路として拡幅工事を行うことにより、

周辺観光地へのアクセスを円滑なものにするとと

もに、国道１８号のバイパス的幹線道路として機

能を強化します。 
  また、自然を活かした観光資源は森林のみなら

ず古くから市民に親しまれ、地域に根ざした資源

が数多くあります。そうした資源は千曲川左岸を

中心に存在することから、「さらしなの里」散策路

整備事業や名勝姨捨「田毎の月」整備事業、城山

史跡公園整備などと連携しながら、自然と歴史・

文化の資源を活かし、強いては重要な経済・観光

基盤である戸倉上山田温泉への集客を目指しま

す。 
   
なお、上記林道については「第１１期千曲川下

流地域森林計画」（期間平成１７年４月１日～平成

２７年３月３１日）に位置付けられ、上記市道に

ついては「市道認定」路線です。 
 
５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業

 ○道整備交付金を活用する事業 
                       

           
 
〔施設の種類（事業区域） 事業主体〕 

   市道（千曲市）  千曲市 

代高校前駅と県立歴史館・科野の里歴史公園・ア

ンズの里などの観光地を結び、「市道柏王一里塚

線」については、しなの鉄道戸倉・屋代間に平成

２１年３月開業予定の新駅と国道１８号を、また

千曲川左岸の更級地区からの駅利用者アクセス道

路として、「市道しなの鉄道東幹線」については、

林道北山線としなの鉄道戸倉駅を、また旧戸倉町

東部地区の戸倉駅へのアクセス道路として利用す

るなど、各路線とも観光面、地域の一体性の確保

からも大変重要な路線であることから、改良工事

等による整備を進めます。 
  「市道埴生本線」については、市街地と周辺地

域を結ぶ道路として拡幅工事を行うことにより、

周辺観光地へのアクセスを円滑なものにするとと

もに、国道１８号のバイパス的幹線道路として機

能を強化します。 
  また、自然を活かした観光資源は森林のみなら

ず古くから市民に親しまれ、地域に根ざした資源

が数多くあります。そうした資源は千曲川左岸を

中心に存在することから、千曲川河川敷を活用し

た「水辺の楽校
がっこう

プロジェクト」事業や名勝姨捨「田

毎の月」整備事業、城山史跡公園整備事業などと

連携しながら、自然と歴史・文化の資源を活かし、

強いては重要な経済・観光基盤である戸倉上山田

温泉への集客を目指します。 
  なお、上記林道については「第１１期千曲川下

流地域森林計画」（期間平成１７年４月１日～平成

２７年３月３１日）に位置付けられ、上記各市道

については全て「市道認定」路線です。 
 
５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業

 ○道整備交付金を活用する事業 
  整備箇所等については、別添の整備箇所を示し

た図面による。 
（添付書類№１－１）

〔施設の種類（事業区域） 事業主体〕 
   市道（千曲市）  千曲市 
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   林道（千曲市）  千曲市 
  〔事業期間〕 
   市道 平成１８年度から平成２１年度 
   林道 平成１７年度から平成２１年度 
  〔整備量及び事業費〕 
   市道 ２．２km 
   林道 ２．８km 
   総事業費 ２，３８６，２００千円 
       

市道２，３００，０００千円 
（内交付金１，１５０，０００千円）

      林道   ８３，５３２千円 
（内交付金   ２７，２０４千円）

 
５－３ その他の事業 
○「さらしなの里」散策路整備事業 （市単独）

（計画期間平成１８年度～平成２２年度）

歴史・文化・自然に触れられ、史跡等にも立

ち寄れる経路としながら、誰もが気軽に楽しく

歩ける散策路を整備します。 
 
 
 
○名勝姨捨「田毎の月」整備事業  （実施中）

  名勝指定の内、長楽寺地区については、歴史

文学的景観整備を目的に建物の修復を行い、姪

石地区については棚田保全のため水路整備を行

っています。これに合わせ今年度から、景観保

全地区について文化的景観保全計画策定事業

（市単独）を実施します。 
 
  
 
○城山史跡公園整備事業      （市単独）

（計画期間平成１７年度～平成１９年度） 
戦国時代の城跡を復元し、平成７年６月に開

園した当施設は、千曲市を一望できる山腹に位

置しているが、施設の傷みや柵が危険になって

   林道（千曲市）  千曲市 
  〔事業期間〕 
   市道 平成１８年度から平成２１年度 
   林道 平成１７年度から平成１８年度 
  〔整備量及び事業費〕 
   市道 ２．４km 
   林道 ２．８km 
   総事業費 ２，６８４，２８７千円 

（内交付金１，３２７，４５９千円）

  （内訳）市道２，６００，０００千円 
（内交付金１，３００，０００千円）

      林道   ８４，２８７千円 
（内交付金   ２７，４５９千円）

 
５－３ その他の事業 
○「水辺の楽校プロジェクト」事業 （市単独）

（計画期間平成１８年度～平成２０年度）

市民の貴重な財産である千曲川の豊かな自然

を守りながら、水辺体験ゾーンや旅行者・家族

等が集えるスポーツ的広場等を設置し、自然と

人とのふれあいを重視した新たな水辺整備を図

ります。 
 
○名勝姨捨「田毎の月」整備事業（実施中：補助）

  名勝指定の内、長楽寺地区については、歴史

文学的景観整備を目的に月見堂・観音堂等の修

復を、姪石地区については棚田保全のため水路

整備等を行いながら「名勝（田毎の月）」の保存

を図り、また平成１７・１８年度には名勝周辺

の景観保全地区約７５ha についても地域住民
とともに文化的景観保存活用計画を策定しなが

ら姨捨棚田の景観保全を図っていきます。 
 
 ○城山史跡公園整備事業      （市単独）

（計画期間平成１７年度～平成２１年度）

戦国時代の城跡を復元した当施設は、平成７

年６月に開園し、現在では年間１万人を超える

入場者があります。千曲市を一望できる山腹に
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きたため年次計画で順次修復を行います。 
 
 
６．計画期間 
  平成１７年度～平成２１年度 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  ４に示す地域再生計画の目標については、本計

画期間終了後に必要な調査を行い、状況を把握し、

市報等に公表するとともに、平成１８年度から実

施する予定の当市事業評価に合わせ（内部評価・

外部評価）、改善すべき事項等の検討を行います。

また４で示した目標数値等については、評価の指

標とします。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が

必要と認める事項 
  該当なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位置しているが、施設の傷みや柵が危険になっ

てきたため年次計画で順次修復を行います。 
 
６．計画期間 
  平成１７年度～平成２１年度 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  ４に示す地域再生計画の目標については、本計

画期間終了後に必要な調査を行い、状況を把握し、

市報等に公表するとともに、平成１８年度から実

施する予定の当市事業評価に合わせ（内部評価・

外部評価）、改善すべき事項等の検討を行います。

また４で示した目標数値等については、評価の指

標とします。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が

必要と認める事項 
  該当なし 
 

 


